平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


コミュニケーションへの関心・意欲・態度
プロトタイプB
単元・パート：

BOOK 3，LESSON 5
評価の観点（技能）：

コミュニケーションへの関心・意欲・態度

《言語活動への取組》
評価規準：

間違うことを恐れず積極的に日本について説明している。

評価方法：

【観察】p.60-61，USE Mini-project，4 Speakの活動への取り組みを観察し，評価する。
留意点

　この言語活動は，ペアまたはグループで行うことと思われる。同時進行する活動を一人の教師が観察することは難しいので，友達の説明を聞いた後に，留学生になったつもりで説明に対する質問を書き，それを回収し，取り組んでいたかどうかの判断基準にするなどの方法が考えられる。表現の能力をはかるものではないので，質問は日本語でも可とする。
評価基準：A・B・Cの3段階

〇×の2段階でつけて，数値変換をし，ABCに振り分ける

〇：間違うことを恐れず積極的に日本についての説明をしている
×：間違うことを恐れて積極的に日本についての説明をしていない
評価課題：

p.60-61，USE Mini-project，4 Speakの活動を行う。
留意点

ここでは言語活動への取り組みを評価対象としているので，言語的正確さなどは評価対象とはしない。

「伝えようとしているかどうか」が評価対象となる。


















